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VR（仮想現実）と電子署名で、
現地に行かずにオンラインで
不動産が買えるように
リストインターナショナルリアルティ株式会社

1991年に横浜で創業し、国内外の不動産仲介を手がけているリストグループ。その中核となるリストインターナ
ショナルリアルティ株式会社は、「不動産×グローバル×最先端のIT戦略」というスローガンを掲げ、富裕層を対象と
した高級不動産仲介に強みを持っています。
今回は、アウトバウンドセールス責任者である大橋登氏に、ウィズコロナ時代の不動産仲介のあり方について話を
うかがいました。

コロナの影響を受け、高級不動産市場でも 
オンラインでのやり取りが増加

弊社は、オークションハウス「サザビーズ」を起源に
持ち、世界72の国と地域に約1000の拠点がある不
動産仲介ブランド「サザビーズ インターナショナル リ
アルティ®」の日本独占営業権を取得し、「リスト サザ
ビーズ インターナショナル リアルティ」のブランドを
掲げて事業を展開しています。オークションハウス「サ
ザビーズ」の顧客は富裕層が多いため、弊社も特に高
級不動産に強みを持っています。その中で私の部署は、
ハワイを中心とした海外不動産仲介をメインに行って
います。富裕層のお客さまの多くが、資産分散など
の投資目的で不動産を購入されています。
コロナ禍の影響を受け、不動産業界でもお客さま

とのコミュニケーションもオンラインでのやり取りが
増えてきています。コロナ以前は、オンラインでの接
客は失礼にあたるという風潮で、遠方のお客さまに対

しても直接足を運んでお話ししていました。オンライ
ンでやり取りできるようになった今は、接客の効率が
上がったと感じます。我々のお客さまは比較的年齢層
が高く、50代をメインに60代以上の方が多いため、
オンラインの接客に切り替えるには少し心配がありま
したが、日ごろからウェブ会議システムなどを使いこ
なしている方が多く、問題はありませんでした。

セミナーもオンラインに切り替えることで、 
遠方のお客さまも参加できるようになった

以前は、大規模な会場セミナーを開催するために全
国各地を回っていましたが、現在はセミナーもオンラ
インに切り替わっています。会場セミナーの場合は、
3～4ヵ月前から会場を探し、セミナー内容や設営方法
を検討し、現地で告知・集客するといった大がかりな

準備が必要でした。オンラインセミナーは会場費もか
かりませんし、企画から実施までほんの数週間ででき
るので、短期間に複数回のセミナーを実施することが
できます（図参照）。また、以前は会場には来られなかっ
た遠方のお客さまも、オンラインであれば参加できる
という方が多いので、客層が広がったと感じています。
一方で、対面のセミナーと比べて、オンラインでは

その場でちょっとした相談がしにくいため、セミナー
後に担当営業からアフターフォローの電話やメールを
行うようにしています。興味の度合いが高いお客さま
からは、フォローメールを送った後に「もっと詳しく知
りたいので時間を作ってほしい」といったリアクション
があるので、オンラインに切り替えたからといってデ
メリットはあまりないですね。

ハワイの物件もバーチャルショールームと 
電子署名でオンラインでの購入が可能に

海外物件の場合、以前から押印ではなく電子サイン
が普及しているため、メールのみでの契約が可能です。
実際に今回のコロナ禍で、バーチャルショールームを
ご覧いただき、電話やメールで書類のやり取りをして、
一度も直接お会いせずに契約に至った方もいます。
ご自身の別荘にしろ、投資目的にしろ、やはり現地
で実際に物件を見てから買いたいというお気持ちが
あると思いますが、今は、海外物件を現地で見ること
は困難です。お客さまによっては「今すぐに購入した
い」という方もいらっしゃいますので、オンラインの
バーチャルショールームで部屋の隅々までお見せしな
がら、お客さまと最適な物件を話し合って決めていま
す。また、バーチャルショールームがない場合は、ハ
ワイ支店の弊社スタッフが直接物件に足を運び、ス
マートフォンのカメラで撮影した映像を生中継でお客
さまにご紹介することもあります。

ウィズコロナの時代は、VRと電子署名で 
オンライン取引をスムーズに進めたい

今、国内のリゾート不動産は需要が伸びています。
コロナ禍でテレワークが進んだことにより、普段は軽

井沢などの別荘で生活し、必要な時だけ東京に戻ると
いう働き方を選択する方が増えてきたからです。一
方で、ハワイなどの海外物件は海外渡航が難しいこと
もあり、以前に比べると取引数は減少しています。そ
のため、「ウィズコロナ」の状況下ではVR（バーチャル
リアリティ：仮想現実）などの技術を取り入れて、その
場に行ったかのような臨場感を持った案内が必要だと
思います。VRを活用すれば、物件だけでなく周辺環
境の紹介も可能なので、お客さまも物件の魅力をよ
り具体的に理解されるのではないでしょうか。ただ、
コストがかかるので、すべての物件をVR対応にする
のではなく、スマートフォンカメラでの生中継と併用
するのが現実的だと考えます。また、これを機に国内
の不動産売買契約でも電子署名、クラウドサインが認
められるようになることを期待します。
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●会社概要
会 社 名：リストインターナショナルリアルティ株式会社
設 立：2009年（平成21年）10月16日
本 社 所 在 地：神奈川県横浜市中区尾上町4-47 リスト関内ビル
代表取締役社長 ：北見 尚之
資 本 金：8,000万円
事 業 内 容：不動産の売買・賃貸の仲介、受託販売、不動産賃貸管理、

不動産の運用、管理、資産コンサルティング業務、
損害保険代理店

URL : https://www.listsothebysrealty.co.jp

オンラインセミナー開催の様子

【図：コロナ前後でのセミナーサイクルの違い】 オンラインは会場手配不要。同じ期間で複数のセミナーを実施可能
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